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令
和

４
年

度
沖

縄
県

⽴
芸

術
⼤

学
⾳

楽
学

部
⼀

般
選

抜
試

験
（

本
試

験
問

題
）

 
科

⽬
名

：
 

 
 

楽
典

 
 

 
 

 
 

 
専

攻
名

・
コ

ー
ス

名
：

 
 

 
⾳

楽
表

現
専

攻
 

 
 

 
 Ⅰ

 
下

記
の

楽
譜

１
）

は
、

モ
ー

ツ
ァ

ル
ト

の
ピ

ア
ノ

ソ
ナ

タ
の

抜
粋

で
す

。
設

問
に

答
え

な
さ

い
。

 

１
 

楽
譜

１
）

の
調

を
ド

イ
ツ

語
で

答
え

な
さ

い
。

 
２

 
楽

譜
１

）
の

○イ
の

⾳
を

属
⾳

と
す

る
短

調
の

⾳
階

を
、

調
号

を
⽤

い
て

書
き

な
さ

い
。

 
（

⻑
調

の
場

合
は

⻑
⾳

階
の

上
⾏

形
、

短
調

の
場

合
は

和
声

短
⾳

階
の

上
⾏

形
を

書
く

こ
と

）
 

３
 

第
１

⼩
節

と
第

２
⼩

節
を

⻑
⼆

度
上

に
移

調
し

、調
号

を
⽤

い
な

い
で

解
答

⽤
紙

に
記

⼊
し

な
さ

い
。 

（
強

弱
記

号
な

ど
も

全
て

明
記

す
る

。）
 

 
楽

譜
１

）
 

 
 Ⅱ

 
下

記
は

、
メ

シ
ア

ン
の

「
移

⾼
が

限
ら

れ
た

第
４

旋
法

」
で

す
。

ⅰ
~ⅸ

の
⾳

を
組

み
合

わ
せ

て
で

き
る

和
⾳

（
異

名
同

⾳
を

含
む

）
の

種
類

を
例

に
な

ら
っ

て
答

え
な

さ
い

。
 

 

 
例

ⅱ
+ⅳ

+ⅶ
 

１
 

ⅰ
+ⅳ

+ⅶ
 

 
２

 
ⅲ

+ⅳ
+ⅶ

 
３

 
ⅲ

+ⅴ
+ⅷ

 

４
 

ⅲ
+ⅵ

+ⅷ
 

５
 

ⅲ
+ⅳ

+ⅵ
+ⅷ

  
６

 
ⅲ

+ⅳ
+ⅶ

+ⅷ
 

   

Ⅲ
 

下
記

の
楽

譜
２

）
は

、
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
の

ピ
ア

ノ
ソ

ナ
タ

の
抜

粋
で

す
。

設
問

に
答

え
な

さ
い

。
 

 
１

 
①

〜
⑤

の
⾳

程
を

例
に

な
ら

っ
て

答
え

な
さ

い
。（

複
⾳

程
は

単
⾳

程
に

直
す

こ
と

）
 

 
２

 
楽

譜
２

）
の

調
を

ド
イ

ツ
語

で
答

え
な

さ
い

。
 

 
３

 
楽

譜
２

）
の

○ロ
の

⾳
を

主
⾳

と
す

る
⻑

調
の

主
要

三
和

⾳
を

解
答

⽤
紙

に
指

定
さ

れ
た

譜
表

に
 

調
号

を
⽤

い
て

全
⾳

符
で

書
き

な
さ

い
。

ま
た

、
そ

の
名

称
を

譜
表

の
上

部
に

、
和

声
記

号
を

下
部

に
書

き
な

さ
い

。
 

 
４

 
楽

譜
２

）の
完

全
⼩

節
を

♩
＝

90
の

テ
ン

ポ
で

演
奏

し
た

時
の

演
奏

時
間

を
秒

数
で

答
え

な
さ

い
。 

（
た

だ
し

、
演

奏
に

よ
る

テ
ン

ポ
の

変
化

は
な

い
も

の
と

す
る

）
 

 
楽

譜
２

）
 

 

Ⅳ
 

次
の

楽
語

の
意

味
を

表
１

の
ア

〜
ケ

か
ら

選
び

記
号

で
答

え
な

さ
い

。
 

 
１

 
as

sa
i 

 
 

２
 

Pr
es

tis
sim

o 
 

３
 

pa
sto

ra
le 

 
４

 
no

bi
le 

 
 

５
 

pe
sa

nt
e 

 
 

６
 

af
fe

ttu
os

o 

表
１

 ア
 

牧
歌

的
に

 
 

イ
 

情
熱

を
込

め
て

 
 

ウ
 

の
ん

び
り

と
 

 エ
 

極
め

て
 

⾮
常

に
 

オ
 

〜
の

よ
う

に
 

 
カ

 
重
々

し
く

 
 キ

 
き

わ
め

て
速

く
 

 
ク

 
上
品

に
 

 
 

ケ
 
愛

情
を

込
め

て
 
優

し
く
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学
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再
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題
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科

⽬
名
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楽
典

 
 

 
 

 
 

 
専

攻
名

・
コ

ー
ス

名
：

 
 

 
⾳

楽
表

現
専

攻
 

 
 

 
  Ⅰ

 
下

記
の

楽
譜

１
）

は
、

モ
ー

ツ
ァ

ル
ト

の
ピ

ア
ノ

ソ
ナ

タ
の

抜
粋

で
す

。
設

問
に

答
え

な
さ

い
。

 

１
 

楽
譜

１
）

の
調

を
ド

イ
ツ

語
で

答
え

な
さ

い
。

 

２
 

楽
譜

１
）

の
○イ

の
⾳

を
主

⾳
と

す
る

短
調

の
⾳

階
を

、
調

号
を

⽤
い

て
書

き
な

さ
い

。
 

（
和

声
短

⾳
階

の
上

⾏
形

を
書

く
こ

と
）

 

３
 

第
１

⼩
節

と
第

２
⼩

節
を

⻑
⼆

度
上

に
移

調
し

、調
号

を
⽤

い
な

い
で

解
答

⽤
紙

に
記

⼊
し

な
さ

い
。 

（
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

も
全

て
明

記
す

る
。）

 
 

楽
譜

１
）

 

 
   Ⅱ

 
下

記
は

、
メ

シ
ア

ン
の

「
移

⾼
が

限
ら

れ
た

第
６

旋
法

」
で

す
。

ⅰ
~ⅸ

の
⾳

を
組

み
合

わ
せ

て
で

き
る

和
⾳

（
異

名
同

⾳
を

含
む

）
の

種
類

を
例

に
な

ら
っ

て
答

え
な

さ
い

。
 

 

例
ⅰ

+ⅲ
+ⅵ

 
１

 
ⅱ

+ⅳ
+ⅵ

 
 

２
 

ⅲ
+ⅵ

+ⅷ
 

３
 

ⅱ
+ⅴ

+ⅷ
 

４
 

ⅱ
+ⅴ

+ⅶ
 

５
 

ⅱ
+ⅲ

+ⅵ
+ⅷ

  
６

 
ⅱ

+ⅳ
+ⅵ
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Ⅲ
 

下
記

の
楽

譜
２

）
は

、
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
の

ピ
ア

ノ
ソ

ナ
タ

の
抜

粋
で

す
。

設
問

に
答

え
な

さ
い

。
 

 
１

 
①

〜
⑤

の
⾳

程
を

例
に

な
ら

っ
て

答
え

な
さ

い
。（

複
⾳

程
は

単
⾳

程
に

直
す

こ
と

）
 

 
２

 
楽

譜
２

）
の

調
を

ド
イ

ツ
語

で
答

え
な

さ
い

。
 

 
３

 
楽

譜
２

）
の

○ロ
の

⾳
を

属
⾳

と
す

る
⻑

調
の

主
要

三
和

⾳
を

解
答

⽤
紙

に
指

定
さ

れ
た

譜
表

に
 

調
号

を
⽤

い
て

全
⾳

符
で

書
き

な
さ

い
。

ま
た

、
そ

の
名

称
を

譜
表

の
上

部
に

、
和

声
記

号
を

 
下

部
に

書
き

な
さ

い
。

 
  

４
 

楽
譜

２
）の

完
全

⼩
節

を
♩

＝
80

の
テ

ン
ポ

で
演

奏
し

た
時

の
演

奏
時

間
を

秒
数

で
答

え
な

さ
い

。 
（

た
だ

し
、

演
奏

に
よ

る
テ

ン
ポ

の
変

化
は

な
い

も
の

と
す

る
）

 
 

楽
譜

２
）

 

 

 Ⅳ
 

次
の

楽
語

の
意

味
を

表
１

の
ア

〜
ケ

か
ら

選
び

記
号

で
答

え
な

さ
い

。
 

 
１

 
se

rio
so

  
 

２
 

M
od

er
at
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３
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ol
ut
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４

 
se

nz
a s

or
d.

 
 

５
 

do
len

te
 

 
 

６
 

co
n 

so
rd

. 

表
１

 

ア
 

弱
⾳

器
な

し
で

 
 

イ
 

決
然
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ウ
 

の
ん

び
り

と
 

 エ
 

悲
し

げ
に

 
 

オ
 

中
位

の
速

さ
で

 
 

カ
 
重
々

し
く

 
 キ

 
厳
粛

に
  

 
ク

 
上
品

に
 

 
 

ケ
 

弱
⾳

器
を
つ
け

て
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コ
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令和４年度沖縄県立芸術大学音楽学部一般選抜試験

科目名：小論文 専攻名・コース名：音楽文化専攻 沖縄文化コース・音楽学コース

次の課題図書を読んで、問いに対する答えを解答用紙に記入しなさい。

岡田暁生『音楽の危機 《第九》が歌えなくなった日』（中公新書、2020）

問１ 課題図書の各章の中から、あなたが興味を持った章を１つ選び、その概要を説明しな

さい（400～600 字程度）。

問２ 著者の述べる「音楽の危機」に対して、あなたの考えを論じなさい（1600 字程度）。
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令
和
四
年
度 

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部 

一
般
選
抜
試
験
問
題 

科
目
名
〈
初
見
視
唱
〉 

琉
球
芸
能
専
攻 

琉
球
舞
踊
組
踊
コ
ー
ス 

組
踊
「
執
心
鐘
入
」 

 

問
題 

Ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
若
松
詞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
若
松
詞 

 
 

 
 

 
 

 
 

此こ
の

宿や
ど

の
う
ち
に 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

お
や
の
留
守

る

す

て
や
り 

物も
の

知し

ら
れ
し
や
べ
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
由

じ

ゆ

な
ら
ぬ
で
い
ふ
す
に 

 
 

 
 

 

旅た
び

に
行
暮

い

き

く

れ
て  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

繰
返

く
り
か
へ

ち
ま
た
や 

 
 

 
 
 

行
先

い
く
さ
き

も
な
い
ら
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
い
ひ
ぐ
れ
し
や
あ
す
が 

御
情

お
な
さ
け

に
一
夜

い

ち

や 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

わ
ぬ
や
中
城

な
か
ぐ
す
く 

か
ら
ち
給た

ば

う
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

若
松

わ
か
ま
つ

ど
や
ゆ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
や
だ
い
り
ご
と
あ
て
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

首
里

し

ゆ

り

に
の
ぼ
る 

 
 

 
 

 
 

 

②
女
詞 

親お
や

の
留
守

る

す

な
か
に 

宿や
ど

か
ら
ち
置

お
き
ょ

て 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

④
小
僧
（二
）詞 

与
所

よ

そ

知し

れ
て
わ
ぬ
や 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
た
ら
花
盛

は
な
ざ
か

り 

浮
名

う

き

な

立た

ち
ゆ
め 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
人

ひ
ち
よ
り

し
ち
な
ら
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
典
：
伊
波
普
猷
編
『
校
註 

琉
球
戯
曲
集
』
一
九
九
二
年 

榕
樹
社 

 
 

 
 

 
 

＊
一
部
、
異
体
字
を
改
め
、
句
読
点
に
つ
い
て
は
省
い
た
。 

   
 

 

令
和
四
年
度 

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部 

一
般
選
抜
試
験
問
題 

科
目
名 

〈
初
見
視
唱
〉
琉
球
芸
能
専
攻 

琉
球
舞
踊
組
踊
コ
ー
ス 

組
踊
「
執
心
鐘
入
」 

 

問
題 

Ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
若
松
詞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
若
松
詞 

 
 

 
 

 
 

 
 

露つ
ゆ

で
や
ん
す
花は

な

に 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

悪
縁

あ
く
ゑ
ん

や
袖そ

で

に 

宿や
ど

か
ゆ
る
浮
世

う

き

よ 
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 

む
す
ば
は
ん
ば
か
ら
ひ 

慈
悲

じ

ひ

よ
御
情

お

な

さ

け
に  

 
 
 
  

 
 
  

 
 

わ
身み

や
首
里

し

ゆ

り

み
や
だ
い
り 

か
ら
ち
た
ば
う
れ  

 
 
  

 
 
  

 
 
 

や
て
ど
行い

き
ゆ
る 

  

 

 
 

②
女
詞 

 
 

 
 

 
    

 
 

 
 
  

 

④
小
僧
（一
）詞 

 

ま
れ
の
御
行
合

お

い
き

ゃ
ひ

さ
ら
め 

  
 
 
  

 
 

尋た
づ

ね
ゆ
る
里さ

と

や 

あ
ま
く
片
時

か
た
と
き

も 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夢い
め

や
ち
や
う
も
見ん

だ
ぬ 

起お

き
れ
ゝ
里
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

急い
そ

ぢ
立
戻

た
ち
も
ど

れ 

語か
た

ら
ひ
ぼ
し
や
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

女
を
ん
な

わ
ら
べ 

  
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
出
典
：
伊
波
普
猷
編
『
校
註 

琉
球
戯
曲
集
』
一
九
九
二
年 

榕
樹
社 

 
 

 
 

 
 

＊
一
部
、
異
体
字
を
改
め
、
句
読
点
に
つ
い
て
は
省
い
た
。 
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令
和

4
年

度
沖

縄
県

⽴
芸

術
⼤

学
⾳

楽
学

部
学

校
推

薦
型

選
抜

試
験

（
問

題
）

 
科

⽬
名

：
 

 
 

楽
典

 
 

 
 

 
 

 
専

攻
名

・
コ

ー
ス

名
：

 
 

 
⾳

楽
表

現
専

攻
 

 
 

 
 Ⅰ

 
下

記
の

楽
譜

１
）

は
、

シ
ョ

パ
ン

の
ノ

ク
タ

ー
ン

の
抜

粋
で

す
。

以
下

の
設

問
に

答
え

な
さ

い
。

 

１
 

楽
譜

１
）

の
調

を
ド

イ
ツ

語
で

答
え

な
さ

い
。

 

２
 

楽
譜

１
）

の
調

の
⾳

階
を

、
調

号
を

⽤
い

て
書

き
な

さ
い

。
 

（
⻑

調
の

場
合

は
⻑

⾳
階

の
上

⾏
形

、
短

調
の

場
合

は
和

声
短

⾳
階

の
上

⾏
を

書
く

こ
と

）
 

３
 

冒
頭

の
速

度
標

語
の

意
味

を
答

え
な

さ
い

。
 

４
 

第
１

⼩
節

と
第

２
⼩

節
を

⻑
⼆

度
上

に
移

調
し

、
調

号
を

⽤
い

な
い

で
解

答
⽤

紙
に

記
⼊

し
な

さ
い

。
 

（
強

弱
記

号
な

ど
も

全
て

明
記

す
る

。）
 

 
楽

譜
１

）
 

 
 Ⅱ

 
下

記
は

、
メ

シ
ア

ン
の

「
移

⾼
が

限
ら

れ
た

第
３

旋
法

」
で

す
。

ⅰ
~ⅸ

の
⾳

を
組

み
合

わ
せ

て
で

き
る

 
和

⾳
（

異
名

同
⾳

を
含

む
）

の
種

類
を

例
に

な
ら

っ
て

答
え

な
さ

い
。

 

 

例
ⅱ

+ⅵ
+ⅷ

 
１

 
ⅰ

+ⅳ
+ⅵ

 
 

２
 

ⅰ
+ⅲ

+ⅶ
 

３
 

ⅱ
+ⅴ

+ⅷ
 

４
 

ⅰ
+ⅲ

+ⅵ
 

５
 

ⅰ
+ⅲ

+ⅴ
+ⅶ

  
６

 
ⅰ

+ⅲ
+ⅵ

+ⅷ
 

   Ⅲ
 

下
記

の
楽

譜
２

）
は

、
シ

ョ
パ

ン
の

ノ
ク

タ
ー

ン
の

抜
粋

で
す

。
以

下
の

設
問

に
答

え
な

さ
い

。
 

 
１

 
①

〜
⑤

の
⾳

程
を

例
に

な
ら

っ
て

答
え

な
さ

い
。（

複
⾳

程
は

単
⾳

程
に

直
す

こ
と

）
 

 
２

 
楽

譜
２

）
の

調
を

ド
イ

ツ
語

で
答

え
な

さ
い

。
 

 
３

 
問

２
で

答
え

た
調

の
主

要
三

和
⾳

を
解

答
⽤

紙
に

指
定

さ
れ

た
譜

表
に

調
号

を
⽤

い
て

全
⾳

符
で

 
書

き
な

さ
い

。
ま

た
、

そ
の

名
称

を
譜

表
の

上
部

に
、

和
声

記
号

を
下

部
に

書
き

な
さ

い
。

 
 

４
 

楽
譜

２
）

の
完

全
⼩

節
を

♩
＝

80
の

テ
ン

ポ
で

演
奏

し
た

時
の

演
奏

時
間

を
秒

数
で

答
え

な
さ

い
。

 
（

た
だ

し
、

演
奏

に
よ

る
テ

ン
ポ

の
変

化
は

な
い

も
の

と
す

る
）

 
 楽

譜
２

）
 

 

 Ⅳ
 

次
の

楽
語

の
意

味
を

答
え

な
さ

い
。

 

 
１

 
as

sa
i 

 
 

 
２

 
An

da
nt

e 
 

３
 

pi
ù 

m
os

so
 

 
４

 
ca

la
nd

o  
 

 
５

 
ac

ce
l. 

 
６

 
af

fe
ttu

os
o 

P15



P16



P17



P18



P19


